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＜連絡事項＞
・2020年度の会議・委員会の日程のお知らせが来ています。各自確認して下さい。
＜入院・入室状況＞

【転出】

・見附　勝博様～西病棟Aユニットへ転出となる。
＜患者様連絡事項＞
・田中　こよ様～昨日夕の経管栄養後より身体状況の悪化あり。酸素3L流入、モニター装着し家族へ連絡し、誤嚥性肺炎と脱水が悪化していると田中Drより状態説明行っている。搬送せず延命治療もしない事で同意を得ている。また、血糖値600㎎/dl以上となっており高血糖による昏睡もあると考えられ、生理食塩水3本キープ、抗生剤3本、スライディングスケール開始となっている。経管栄養と内服は血糖250以下になるまで中止となる。本日Ba交換日の為交換している。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。ホールで頻回に鏡を見て整容をして過ごす。他者とは一定の距離を保ち、トラブルや苛々感の訴えはない。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・藤井　崇史様～次回定期薬について内容の確認あり。説明には了解され、クスリに関しての不満や、変更についての訴えはない。自室で臥床しているが、時折コップを持ってホールの散策見られている。不穏さはない。

・工藤　みず紀様～食事と排泄以外は、自床に臥床して過ごしている。対面時、気分変動　　
　　　　　　　　　や不穏さはなく穏やか。幻聴等の訴えはない。
・木村　格治様～表情の冴えなさ、活気のなさ持続。拒薬なし。腹痛の訴えはない。
・飯岡　裕子様～表情冴えず、活気のなさ持続。悲観的な言動はない。下肢痛や腰痛は自制内との事。
・森　ヒデ様～自室で臥床している事多い。妄想言動や不穏となることなく対面時穏やか。
・小山田　順様～家族への連絡や服の確認に来ている。説明すると安心している。希死的発言は無い。
・佐々木　美恵子様～バイタルサイン異常無し。傾眠傾向で声掛けにも覚醒せず。全身の浮腫は著変なし。
・田中　こよ様～上体上げると呼吸状態改善あるが血圧低下見られている。血糖は11:00　583㎎/dlでアピドラ10E施行している。手を動かす様子あるが声掛けには反応無い。
・成田　富士子様～体温38.3℃まで上昇あり、坐薬は拒否あり内服のカロナールで様子見し。37.3℃まで解熱している。不調の訴えは無く活気見られている。
＜入院患者様情報＞
日　　時：R2.5.6　14:26

氏　　名：沼山　真紀子（ぬまやま　まきこ）様

生年月日：昭和46年2月12日（49歳）

病　　名：統合失調症

性　　別：女性

主 治 医：金Dr（サポート医：田名部Dr）

入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟Aユニット8号室

(経過）

　本日、八戸市立市民病院救命救急センターから紹介されて家族に伴われて受診する。統
合失調症にて平成６年から治療歴がある。今は十和田市立中央病院精神科に通院はしてい
たが、R1.10.25から同院に入院していた。同院を退院してR2.3.9に八戸市民病院を希望に
て受診している。その後も治療方針等の不満を示しては転院を希望したりしてまとまった
加療が出来ない状態であったよう。施設に入所していたが、先日退所して、ビジネスホテ
ルに泊まったり、コンビニに居座っていたという。精神症状面で拒食状態など拒絶が強ま
ている状態にて本日当院を受診し、入院の必要があるが、本人は「任意入院なら入院しま
す」など、病識に欠ける発言を示している。本日、父様の同意を得て東病棟Aユニット8
号室へ医療保護入院となる。
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